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　　5　摘　　　要
　σ）　「くはのすりっぷす」の破害を受けたる薬葉志無被轡錦1饗にっき種舞な為誹三質に於て比

較し次の結果を得た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　（2）桑i奨．kに圃藩する「すりつぶす」の排浬1’物PよAJ「t’ili’lf）11iU，：K（川，　INt，（）｝1の｛｝．ヒぢ水瀞

液にも非常によく溶解す。酷酸℃捌酸、AIG‘，h（，1の稀薄ノvt濃厚水澄液滅；湘留水iこほ卸レ1宵解す

るもよく溶獅；ゼ門｝㌔1／／XI’i　erには溶解せづ㌔

　（3）　被害桑藥は無被キ貯桑葉に1七し致死速度速力、なりo

　（4）被警藥葉は無被轡薬葉に比し水分搬散溺変誠かな1，。

　（5）　被審桑葉は無被lilL：桑葉に比し一定il芋聞内に於・i：　Kl：脳ポヒ葉食Flβ：．蕊休の婚加1蟻農，」・ノ∫

　　　　り。

　（6）　被轡薬葉は無被～鑑1｛桑葉に比し細胞内～ll刈勿質たる額鰻ド樗ぼ、可溶媛水化物断ドすりつふ．知

　　　　の爲恋取せられ飼料的偵耐〔を城少す。

　　　　　　　　　　（昭和ノし年1・月瀧1・口　　於熊ホ！縣鱗．凋し1試験場）

文　　　魔
（1）　遽藤｛．恥太1：Ils　染構貧瞼法　昭不li7‘年

（L））　樋μ　琢欝　鉱薦覇亨1乏　4σ1－1．｛謡　：ノく11乱十フ的竃

家蠶の保健劑に關する實驗

中島茂

1緒　　言

懲繰の揃蝶には種々イ∫る測：削聯城が共のイ姻・：1鯨るぴ馬f冷繰龍煽灘∵．．・｛こす

る薩である。

　現下養獄方面に於て稚灘轡胃1肚鍍條薬育叉は鰹齢良釜染育び」縮翼1幣るのも1擁して馳瓢些馨ノ」

のi脛鰹を尚！れる繭∫｛揃｛費節域の一葉に他ならない。

　然し鰹濟的養漱法は孝二｛1々嶽児の生迎を度外1縄し、趣には凝作¢）イ骸駿を議搬するの慮露矯嶺｝

依つて翻児の生迎的環境を改善し、積極的に瀬兇ゾ）保｛を塁を闘るこゐは縦涛的メ餐灘泌ゐ啓姻蒲1

つて一一reの必要1性を加ふるに：煮ミつた。

著顧欝て「灘ゆ奥氣に粥鴨る風劇の研究に於て読錠魏こ！繊…障害靴輿ふ賦耀翼1．．

て顯｛紘る刺戟反慮を惹趣せしむるべき有擬酸類のあるに蒲1擬し、ホ實験に於て臨期齢等1ず醜

酸の實際的伺用と奥に汎く版費叉は懐川されつSある、民聞の所洲義欝藥1こ就いて燈監調海を

企圏しだものであるが難し本調働壕i墨保健鋼揖1判か・・助聡なゐを得ば；督親♪「・婦1隷す撫鈷費

ある。

　木實験申首藤助一㍉野llll敏爾氏より熱心なる｛異三1塘擬けたことを無に深諺量萱耽、



蜘：號〕　　　　　　　　　　　家31xの保健荊に1嚇するユ3幽　　　　　　　　　　　　　備

　　鷺　材料及實験方怯

　　且難稲種；rl－QZf號夏羅　　　　　　　　　　　　』

　　2供用藥劃；

　豊　　　　原　llll鵬襲〕（松lrl市村賦縢）il・i：理連）

　Oxyf岨　　　　　　　（取京市三り辱株式向肚製）

　焼　　　　附　　　　（宮崎市金丸：株武伽il二製）

　附1　　　　　　　　　（同　　　　．D

　llltli＞ilttleoli（，1　　　　　（野乏京市　児島株武會和ll二製）

　氷　　醗　　酸　　　　　（大阪市　川庭蹴i兵術製）

　無）rmfLlin　　　　　　（大阪1i∫就川fヒ學薬品ll短Wlr11言1二製）

　Amnuoiii［L　　　　　　（大【｛j（’ili三三共ロ本藥局製、

　1Piero11　　　　　　　　　　・　　　　（承｝註f戯ミ弱∫　lr司liifヒ∫μこに場彗遅）

　苛　性　加　烈　　　　　（大ll）（市　不1津作次郎蟹1）

　治　　猟　　次　　　　　（不　　　明）

　肝　　　　　油　　　　　（大阪布　伊ガ‘汗太郎商會製）

　　3試験優設計

　1　封　照　慨　　　無撒布

　2燃　原．匿　　　鰹線
　3　　1一キ・シフノし1し旺　　　、　　Ox　〉・flill　　　　　　　　8∫弄∫　　　　　　　　　　、

　4　焼　　附　　1厩　　　焼　酎　　　　　2（｝％

　5　酢　　　　慨　　　断1原ilit

　6　アルコー一ル慨　　　鳳仙yh㌔1Gohl，170％

　7　酷　　酸　　11薩　　　氷酷酸　　　　3％

　8　ホルマリン縄　　　X1【）1’itlll・liu　　　　2駕

　9　アンモニア1寵　　　A．rtnnOi．tiik　　　3％

10ピーロン慨　　1》ieron　　 O．1％

11　尚容性1加里猟　　　瀞性力曲L　　　　2％

12　石　　次　　概　　　　鴻石次

13肝　　汕　羅　　　脇｝1！5％　Eth⊃・1　alcolio1（〒0％）　溶液撒布

　　4藥剤使用法

　豊原……眠申をil余き稚婁銭期は1il　1回、批鷲期は1日2回宛講き葉に薄く撒布し添食する。

　油石次……眠中を除き全歯壽を通じて1日2回宛羅塵企臨に才散布し後給桑する。

　共他藥齊1……ll民巾を除き稚識期．及第ll匹腐｝は1日1回、第刑船：ま1日2回宛給桑前に臓霧

器を以て獄座憂醐に撒布する。

　　III實験成績
　　1維過護査

　6月290（昭和7年）描立後，肝油慨を除いては各植llの経過に大麗なく7月滋日を以

て上籏を絡る。

　第一齢は各慨樫雌に叢異を認めぬが第二齢に於ては封1！｛｛甑に比しオキシフル猟、lli槻、アン

：e・＝ア縄，ピー・ン職、苛性加里置及び石〃ξ圃等は眠1陣与を楕々延長するも舞三齢に蚕つて其

等の擁は返つて促港し食桑時の短縮するを見るt’，第四齢は各薩歩を…にし、第7〔齢に及びて肝
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撒保健剛としての数果を游漿する。

豊原……勤欄1・は糊鋤躍観得鋤・窩己f櫨蹴V・て鱗1蛉糊扱び蠣に於加
加を認める・減廃塀｝は各齢を樋じ封照1・1萱と大差が無い。盃牧繭淫砿扱び」沼ll捗合並に繭暦歩

合も封照111碇より多少増す佃あるに簾卵歎及び蟻の脊命1：1撒は寧ろ減する牽線となる・。

ぐ）・y佃一縄鵬異常無く雛‘1・糊の1櫨レ錨々蹴欄よ噸い。第一齢収・違燃は僅少

なるに拘らす籏中饗蹴脳宝多V・爲め歪牧繭彙及び1涌1渉合が比較的少なし．繭腓歩合は封ll椰蕉に

略k近似し、1鞍！帰は1也“llの減少嵜しきに茂し返って多少の増加を示すが蟻¢）生命矩縮を免れ

ない一1

　焼酎一・磯育纏過kL劇照廠に比して遊異を1認め難いが奈齢糠重じ休llilの減少を惹す。叉勧齢

頭数を激城するも発牧繭彙及びi：繭歩合は封照IAIt；．　iこ劣る～：となく返つて繭膳歩合は堆加する。

潴卵数並に蛾の’tt：命rl撒は減少を示す。

　跡……登齢の継1酬r敏に穴なる影響なく、欝霊体：fi｛：は第三齢ll民鷲を別とし大霊がない。第1且齢

末1Vlの城瀬が多くぽ蛎劉1艶獄も勅々姦い，、、：i1：牧繭量及び．1：繭歩合は塘すと雌も繭π！1歩合は甚し

い城少靴示し殊に雌に於て共の傾が明である。沌卯彙並に蛾の存命rl撒は共に少V㌔

　A1｛toltol　・・…恭lll馴微に影響を見ないが1幅厭概して稠讃期に｝騨ll｛いが欺鐡期にヨミつて増加

の傾がある。簾ニニ齢起翻の頭数は，（》堺flIII並に淘宥汐ぐ撒布のものに次いで姦く，蹴跨繭三IL撒も

蹴櫃よ騒に獅・。～径収繭｝i臆試験1・睦肋じて最高を刃モし…繭歩合剛嵌響枷瓶に績く」：

威績を火す曝Cl叉繭「ile渉合及び輔休歩合に於ても高いが窟卵数少なく蚊の存命臼数は蛾い　殉焼

附圏匝との誰異を3己るに概してアル訟一ル城が良結果を示してゐる。

　酷酸…・維過日激1ζ影響なく，鱗休彙は余齢を憩じ」｛臼加の傾を示し、殊に蜘体澱には．JU”しが

，嵜しV・。減甑歩で｝は概して少く、～蒼牧繭縫及びLi嫡歩合は多いに努0らす繭癬歩合は激減し、雌

雄’1ζ均に於て試験11砿中ゴ1之下僚を占め、1持に雄は雌より藤111贋歩合の裁少が牌しいo藤卵数及びll畷

の存命日数は共に少い。　～二れに依り酎瞳之類｛以せる放績を示すが門i－1・1菅より．1：繭渉脅汲び虹イ’k歩

合が多い～二とを矢11るo

　：Fo「nnaliu……系餐‘巡「i数に影轡を見す・叉休澱調査及び頭敷調杏にも一N．fi，Etの傾向を認めぬが杢

牧繭11し痘に上繭歩合は多少増加する。然るに礎卵撒は朋に減少を示す。

　Am1UO漁い…・発i輪H撒は鮒照樋に上ヒして大霊ないが第五齢宋に至つて休螢及び頭敷の減少

を示す。盃牧繭；壁は猷験1・1｝1中最も少い。然し繭贋歩禽には火なる影響を認めぬ。

　PierOU……経尚及び頭数調査に於て著しい傾向を見難いが．lt繭歩含及び繭謄歩合は禰々塘加

し、概しでホル㌣ン暉と似たる結果となるc，

　背性加果・t－一・・体髄は第測齢盛獄の急激なる増加を除いて一般に1脛い。上繭歩・合は割合に多

く、繭暦歩合は増加が叢しV・。

　淘石次……維過欺態には大難ないが休彙は1趣腎を澁ふに從て軽小となる。全牧關鍛は多く殊に

上繭歩合は試瞼甑を題じて最高位を占める。然し詳両暦歩含は多少減少し、藤卯数の如きは他樋

に比して鹸も少い。

　肝汕・・…磯育維過t極めて不齊にして各齢の逸失獄及び蜷獄が膨しく，ヒ験の際には僅か鍛頭

に激載し趣に髄繭を見せす。

　　V　要　　　結
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調査したo
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るに反しA・n・r・・漁a．．）使川：躇しく／・li繊する、謀lll鵬lf螂にf妙1：1脚殆の5仙喫？亀rみ得

る。
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